平木典子先生による研修について　　　　
１．テーマ：「グループ学習を用いたカウンセリング演習」

「私たちは、家族・学校・職場・趣味グループやスポーツのチーム、地域社会の人々と共に生きています。そこには、1対1の関係から多数の人々とのグループとしての付き合いまで、さまざまな年齢や役割、考え方や価値観の異なる人々とのかかわり、つき合いがあります。そこにはまた、グループだからこそできることがある一方、グループだから難しい問題も起こり得ます。

この研修では、グループを活用した研修を進めるための考え方と方法について、実習を中心に学びま　す。（平木）」　　皆様の参加をお持ちします。

平木典子先生プロフィール
· 1959年　津田塾大学学芸学部英文学科卒業。 1964年　アメリカ合衆国

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%8D%E3%82%BD%E3%82%BF%E5%A4%A7%E5%AD%A6" \o "ミネソタ大学" ミネソタ大学大学院教育心理学修士課程修了。教育心理学修士。 1967年　立教大学カウンセラー、社会学部社会学科講師。 1979年-1980年、在外研修で、サンフランシスコ州立大学において、家族療法・アサーショントレーニングの訓練を受け、以後、家族療法とアサーショントレーニングを中心とした臨床と人間関係促進のトレーニングに従事。 1991年　日本女子大学人間社会学部心理学科教授。 2004年　跡見学園女子大学文学部臨床心理学科教授。 東京福祉大学大学院臨床心理学専攻教授を経て、現在　統合的心理療法研究所（IPI）顧問。 

· 臨床心理士養成指定大学院において20年余、臨床心理士の養成・訓練に携わるかたわら、統合的心理療法研究所（IPI）を主宰して、心理療法の理論・技法の統合を追求し、統合を志向する臨床家との相互交流・研究活動を推進している。 
2． 著　書　
・『カウンセリングの話』（光村図書出版→朝日新聞社、1984年→1989年→2004年） 

・『アサーション・トレーニング - さわやかな<自己表現>のために』（日本・精神技術研究所、1993→2009年） 

・『家族カウンセリング入門 - 家族臨床援助』（安田生命社会事業団、1996年） 

・『家族との心理臨床 - 初心者のために』（垣内出版、1998年） 

・『自己カウンセリングとアサーションのすすめ』（金子書房、2000年） 

・『言いたいことがきちんと伝わる50のレッスン - 話し上手になれる本』（大和出版、2000年） 

・『自分の気持ちを素直に伝える52のレッスン - ほめ上手になれる本』（大和出版、2001年） 

・『カウンセリング・スキルを学ぶ - 個人心理療法と家族療法の統合』（金剛出版、2003年） 

・『Noを言える人の「話し方」47のレッスン - 自分の気持ちをきちんと伝えるヒント』（大和出版、2003年） 

・『図解自分の気持ちをきちんと〈伝える〉技術 - 人間関係がラクになる自己カウンセリングのすすめ』（PHP研究所、2007年） 

・『カウンセリングの心と技術 - 心理療法と対人関係のあり方』（金剛出版、2008年） 

・『言いたいことがきちんと伝わるレッスン - 人間関係が驚くほどうまくいく』（大和出版、2008年） 

・『子どものための自分の気持ちが〈言える〉技術 - 小さいうちに身につければ、一生困らない!』（PHP研究所、2009年） 

・『アサーション入門 - 自分も相手も大切にする自己表現法』（講談社現代新書、2012年） 
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